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	信用金庫の不動産業向け貸出金末残増加率は、2017年９月末以降低下している。日本銀行「金融システムレポート（2019年４月号）」には、「不動産業向け貸出の対GDP比率」に過熱感があると記載されたが、直近でも信用金庫の不動産業向け貸出金末残増加率は低下している。本稿では、信用金庫や銀行の不動産業向け貸出状況について分析する。
	（１）信用金庫、国内銀行および地方銀行の状況
	①信用金庫
	信用金庫の不動産業向け貸出金末残の前年同月比増加率（以下、増加率は前年同月比とする。）は、2017年９月末をピークに2019年９月末の2.2％まで低下した（図表１参照）。増加率は2012年３月末以来の低水準である。信用金庫の貸出金末残全体の増加率についても、2017年９月末をピークに2019年９月末には0.7％まで低下した。信用金庫の不動産業向け貸出金末残の増加率は貸出金末残全体の増加率を上回っているため、信用金庫の貸出金全体に占める不動産業向け貸出金の比率（以下「不動産業向け構成比」という。）は...
	②国内銀行
	国内銀行についても状況は信用金庫と似ている。国内銀行の不動産業向け貸出金末残増加率は、2016年９月末をピークに2019年９月末の3.2％まで低下した（図表２参照）。国内銀行の貸出金末残全体の増加率は、2017年６月末をピークに2019年９月末の1.9％まで低下した。国内銀行の不動産業向け貸出金末残増加率は、2015年３月末以来貸出金末残全体の増加率を上回っている。このため、国内銀行の不動産業向け構成比も近年上昇し、2019年９月末に15.8％となった。
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